
  

 
                              

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

校区の皆さんが「お互い様」の気持ちで助け合う「あったかな地域」の誕生を願って この機関紙名を 

「ほっこり」と名付け 地名・学校名に因んで 可愛い「石の地蔵さん」をマスコットに採用しました。 

 

 

 

昨年 12 月 15 日 超少子･超高齢社会の到来によって 地域社会に生じてきている様々な課題に 

自治会はじめ 多くの公益活動団体 行政 事業者等と協働して対応すべく ｢地域住民による｣「地

域のための ｣ まちづくり活動組織「石小校区まちづくり会 」が発足しました。 

校区の皆様のご理解 ご支援と 積極的なご参加を お待ちしております。 

                                                                     

☆ 活動の進展に伴い更に多くの公益活動団体 学識経験者 学生ボランティア 事業者等の参加が期待されています。 

  

 

新 町 町 会 

尾 崎 自 治 会 

加賀田北自治会 

北青葉５２自治会 

加賀田宿舎自治会 

トークタウン自治会 

 

老 人 会 子 供 会 福祉関係 

防犯関係 防災関係 教育関係 

文化関係      ２４団体 ☆ 

  

北青葉台自治会 

南青葉台自治会 

 

 

石仏上地区自治会 

石仏中自治会 

石仏下自治会 



  

 

                                                                                                   

 

石仏小学校区に住む みんなが力を合わせて また 既設の公益活動団体 行政等と協働して 超少子 核家族化

超高齢社会の到来によって顕在化してきている「地域の課題」と取り組み 解決し この地域を「誰もが 終の住

処として 尊厳をもって いつまでも 楽しく 安心して暮らすことができる地域」とし また 子育て中のご家族

にとって｢子育て環境の整った 住みよい地域｣にすることを願い その実現に向け活動したいと思っています。 

 

  

 

                                          

       

 

 

   

 

 

Ａ  さん   「まちづくり会」は どんな活動をするの？ 

ほっこり  当面は まちづくり活動に関する「ワークショップや講習会の開催」「地域課題に関する

アンケート調査」などを通して 地域のみなさんに「まちづくり会」および「地域活動」の 

有用性ついてのご理解と 活動へのご支援 ご参加をお願いしたいと思っています。 

 

 

｢まちづくり会｣ とは                                      

☆河内長野市の「街づくり」施策の一環として 地域版「まちづくり」を 地域住民が一体となって実現しよ

うと企図するものです。河内長野市には 呼称の違いはありますが 「協議会」等の名称で 全 13 小学校区

のうち 既に７小学校区（長野 小山田 川上 高向 南花台 楠 石仏）に設置されています。 

 ↑ 昨年１２月１５日に開催された 

「石小校区まちづくり会」設立総会の風景 

石仏地域周辺地図 卍 石仏寺 井 弘法大師の井戸 

 

↑ 石仏寺の「石造り阿弥陀如来」 

★ ワークショップ 参加者に自主的に議論や活動をさせる講習会（教職員の研修会など） 

卍 

井 
←石仏南交差点 

高野街道 ↑ 

 地名「石仏」と「弘法大師の井戸」の由来 

 弘法大師が 旅の道中 村人から飲み水をもらった

お礼に自然石に彫ったとされる｢石造り阿弥陀如来｣

を本尊とする「石仏寺」が村落に残っている。また 

村人が 水汲みに苦労していたので 水が湧き出るよ

うにと 念仏を唱えて湧いたといわれる井戸がある。 

 



  

   Ｂ さん  具体的な活動については 今後 さまざまな情報収集  議論を経て プロジェクトチームを      

立ち上げて進めることになると聞いていますが 想定される地域の課題について これまで

設立準備会等で議論されたと伺っています。どのような課題が上がっていたのでしょうか。 

  ほっこり 「まちづくり会」設立までの準備段階で、次のようなことが議論されました。  

       ＊ 活動を担うボランティアが少なく、活動者の高齢化等の問題もあり、ボランティアを増

やす何らかの方策が必要ではないか。 

                 ・活動スタッフが少ない。増員が計画的に出来ていない。 

 ・一部のボランティアの負荷が大きい。年間２５０日も活動する人もいる。 

・ボランティアが高齢化している。９０歳以上の方もおられる。 

・病気などの突発的な場合、欠員補充ができていない。補充が難しい。 

・団体間のボランティア相互派遣（融通）など弾力的な運用ができればよいのだが。 

＊ 高齢者支援～独居老人 高齢者世帯 認知症患者の急増への対応が急がれる｡ 

＊ 住居地内空き家活用等による 世代間交流拠点・福祉活動拠点となる 地域密着型・小

模・分散型の常設サロン」（昔の「寄り合い」）の開設 

＊ 盆踊り グランドゴルフ ウオーキング等の合同開催（自治会間の交流促進） など 

 

ほっこり   また 今後議論を重ねて 地域課題の解決に向けた さまざまな活動に踏み切ることにな 

ると思いますが ３Ｍ（人・物・金）の負担が少なく すぐにも実現できる活動 （挨拶運

動と見守りを兼ねたウオーキング等）から実行に移すことになるのではないでしょうか。  

 

  

２０１４年（平成２６年） ☆ 石小校区の皆さまの 諸活動への参加を歓迎しています。 

 月 日（曜日）      時  間    活 動 内 容 開催場所その他 

 ３月 初旬 ほっこり Ｎｏ．1 全戸配付 各自治会に配付を依頼 

３月 4 日（火） 19 時 30 分～21 時 00 分 第６回役員会 北青葉台会館１階 

 ３月 8 日（土） 10 時 00 分～12 時 00 分 まちづくり地域デビュー講座① 
石仏小学校     

（ﾗｰﾆﾝｸﾞｽﾍﾟｰｽ） 

 ３月 15 日（土） 10 時 00 分～12 時 00 分 まちづくり地域デビュー講座② 
石仏小学校     

（ﾗｰﾆﾝｸﾞｽﾍﾟｰｽ） 

 ３月 18 日（火） 19 時 30 分～21 時 00 分 第７回役員会 北青葉台会館１階 

 ５月 中旬     10 時00 分～11時00分 2014 年度（平成 26 年度）総会 北青葉台会館１階 



  

    

丸 山 会 長  自然環境に恵まれたこの地域。                                       

人と人との暖かな交流のあるまちをめざして力を合わせましょう !    

     竹 下 副 会 長   明るく 元気で 楽しい まちづくりのアイデイアを 皆さまとともに考

えましょう ！ 

     田 村 副 会 長  石小校区で 仲間を増やそう！ 五年後 十年～二十年先まで明るく楽しく過

ごせる町に！！ 

     福 西 副 会 長  様々な課題を解決すべく 石小校区の連携をめざして取り組んでいきたいと

思います。よろしくお願いします。 

     亀井事務局長    まちづくり活動が 一日も早く本格化するよう みんなで一丸となって取り

組みましょう。みなさん よろしくお願いします。 

      

 市（地 域 サ ポ ー ター）  明るく 元気で 楽しい「石小校区のまちづくり」のお手伝いを 少しでも           

できたらと思っています。よろしくお願いします。 

       

      

 

 

      

 

                  

 

 

 

 

 

「ほっこり」発行責任者 石小校区まちづくり会 会長 丸山茂樹 

  
  

次号からは 石小校区内および周辺のいろいろな情報についてお伝えしたいと思いますが  本号では 現

在継続的に実施されている｢ウオーキング活動グループ｣をご紹介します。（いずれも参加は無料です｡） 

北青葉台「お元気クラブ」  毎週水曜日と金曜日 ９：００～  毎回 目標地を定めてウオーキング 

                          青葉台中央公園に集合 ラジオ体操など準備体操後スタート 

 南青葉台「お元気くらぶ」   毎週水曜日 ９：００に南青葉台会館 駐車場に集合 ラジオ体操など 

準備体操後スタート（体力に合わせて１・２・３時間の３コースあり） 

                操 

  
                    編 集 後 書  

 はじめまして「ほっこり」編集グループです。 

 私たちは この機関紙「ほっこり」が 地域のみなさまに 一日も早く親しんでいただけるように

努めたいと思っています。 

 今回は 初版ということで「まちづくり会」に関する説明文（文字）が多いものになってしまい

ました。今後は 周辺の催しやいろいろな生活情報を 絵や写真 イラストなどを使って 楽しく 見

る意欲の湧く紙面にし  読者のみなさまに愛されるように 育てていきたいと思っています。  

   皆さまのご愛読 ご支援を よろしくお願いいたします。        事務局 編集グループ一同 

ミニコミ紙になるよう            

文字を極力少なく 

http://www.city.echizen.lg.jp/office/050/030/kenkou21/walking_map_d/img/001.JPG

